
月25。
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Ⅷ
誰
肝

舶
刷棚仙

肌誰肋
間

面
相棚血

相
冊
柵紺

第531号．

毎　月10日・25日

福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行

伽
…日間川脚

肌
脚
棚

胴
刷酬冊

肌脚脚朋別冊
叩

融
刷㈱刷肌

洲
刷

州ｌ拙
〝〃

脚脚
州
醐酬冊柵冊脚棚劇

鮎
脚

町の人口

（56年7月未現在）

人　口　　28，984人
男　　　　14，108人

女　　　　14，876人
世帯数　　　9，246世帯

（7月の異動）

転入153人　　出生　41人

転出123人　死亡10人

嘲
此
Ⅲ

棚
脚

ｎ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

　

　

　

　

．

1

日

〃
ｒ

謝
削

肌

　

ｈ

肋

間

用

謝
肋
劇
棚
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町
で
は
、
〝
勤
労
者
の
住
み
よ
い
明

る
い
町
″
を
目
指
し
、
文
化
都
市
づ
く

り
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
中
で
も
、

町
民
の
健
康
増
進
と
相
互
の
連
帯
、
協

調
、
融
和
の
輪
を
広
げ
る
場
と
な
る
体

育
施
設
の
充
実
に
は
力
を
注
い
で
お
り

ま
す
。
昨
年
は
、
お
か
の
台
に
町
民
体

育
館
が
完
成
し
ま
し
た
。

今
回
、
剣
道
・
柔
道
・
空
手
な
ど
武

道
の
愛
好
者
か
ら
強
い
要
望
の
あ
り
ま

し
た
武
道
館
の
建
設
に
、
い
よ
い
よ
取

り
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

武
道
館
は
、
苫
田
の
身
障
者
セ
ン
タ

ー
前
に
建
設
さ
れ
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
一
部
鉄
骨
平
家
造
、
面
積
八
八
七
・

九
六
平
方
米
、
総
事
業
費
一
億
四
千
万

円
（
過
疎
債
九
千
三
百
万
円
、
電
源
立

地
交
付
金
二
千
七
百
万
円
、
一
般
財
源

二
千
万
円
）
で
、
来
年
二
月
未
完
成
の

予
定
で
あ
り
ま
す
。

文
化
施
設
の
充
実
に
一
役

建設位置図

旧　県　道

同和問題意識調査の

回答はおすみですか？
この調査は、県内の有権者の中から無作為により9，000名を

抽出し、調査表を送っております。もし、調査表が郵送されて、

まだ未提出の万は、早めに提出下さるようお願いします。

（連絡先）

福岡県同和対策局調整課

魯　092（641）4631

－

－

1

－

－

－

◆

ｌ

Ｔ

Ｊ

・

▲

Ｔ

交通共済に加入しましょう．／

（一日1円で最高100万円の見舞金）
♭受付場所　役場窓口及び地域婦人会

Ｄ受付期間　更新9月1日～9月末日まで、その他新規加入は

役場窓Ｅで年中受付けています。

♭加入金　一人年間360日

新しく加入される方は、一家族につき100円の出

資金が必要です。
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青
少
年
の
一
Ｊ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
Ｈ
Ｈ
Ｕ
Ｈ
Ｈ
ｎ
Ｕ
‖

星
か
な
心
を
育
て
よ
う

ｌ

Ｈ

ｊ

子
供
た
ち
に
「
基
本
的
な
生
活
習

慣
」
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
に
は
、
健

全
な
心
を
育
て
て
い
く
と
同
時
に
、

健
康
な
体
を
つ
く
る
こ
と
も
重
要
で

す
。特

に
小
学
生
、
中
学
亘
の
こ
ろ
は

体
の
発
達
が
一
生
の
う
ち
で
い
ち
ば

ん
盛
ん
で
す
。
こ
の
時
期
に
体
を
鍛

え
、
た
く
ま
し
い
体
と
精
神
面
で
の

粘
り
強
さ
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

一
般
に
、
遊
び
や
ス
ポ
ー
ツ
で
体

を
動
か
す
子
供
は
、
そ
う
で
な
い
子

供
に
比
べ
、
次
の
よ
う
な
点
で
優
れ

て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す

①
運
動
能
力
　
㊥
体
の
健
康
　
③
社

会
性
　
④
情
緒
の
安
定
　
⑤
知
的
能

力
～
。基本的な生活習慣

子供は外で

遊ばせよう

運
動
と
い
っ
た
場
合
、
大
人
は
体

を
鍛
え
る
た
め
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る

な
ど
、
健
康
や
体
力
づ
く
り
の
手
段

と
し
て
考
え
ま
す
。
し
か
し
、
子
供

に
と
っ
て
の
運
動
は
、
じ
っ
と
し
て

い
ら
れ
ず
夢
中
に
な
り
、
楽
し
く
面

白
く
体
を
動
か
す
と
い
う
の
が
最
も

自
然
な
形
で
す
。

毎
日
の
生
活
の
中
に
体
を
動
か
す

遊
び
を
取
り
入
れ
た
り
、
日
曜
日
な

ど
に
は
、
次
の
例
の
よ
う
な
学
校
活

動
や
地
域
活
動
に
参
加
し
て
、
子
供

を
戸
外
で
遊
ば
せ
る
よ
う
に
し
ま
し

よ
，
つ
。

得

か

？

　

損

か

？

老
齢
年
金
の
練
り
上
げ

請
求
は
慎
重
に
／

子
供
を
戸
外
で

遊
ば
せ
る
工
夫

▼
土
に
触
れ
さ
せ
る
▲

・
は
だ
し
遊
び
、
ど
ろ
ん
こ
遊
び

・
花
づ
く
り
、
野
菜
づ
く
り

・
ア
リ
や
モ
グ
ラ
な
ど
、
土
の
中

に
す
む
生
物
の
観
察

・
い
も
据
り
、
山
菜
と
り
、
潮
手

狩
り

▼
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
を
さ
せ
る
▲

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
・
通
算
老
齢

年
金
は
六
十
五
歳
に
な
っ
て
請
求
す
る

の
が
厚
則
で
す
が
、
六
十
歳
か
ら
六
十

四
歳
ま
で
の
希
望
す
る
と
き
か
ら
繰
り

上
げ
請
求
し
て
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。こ

の
繰
り
上
げ
請
求
に
よ
っ
て
六
十

五
歳
前
に
年
金
を
受
給
す
る
場
合
は
請

求
す
る
年
齢
に
よ
っ
て
減
額
さ
れ
た
年

金
額
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
六
十
三

歳
で
繰
り
上
げ
請
求
し
た
場
合
は
、
六

十
五
歳
で
受
給
で
き
る
年
金
額
の
八
十

％
に
な
り
ま
す
。
六
十
五
歳
に
な
っ
て

も
満
額
の
年
金
に
な
ら
ず
、
生
涯
八
〇

％
に
減
額
さ
れ
た
年
金
額
を
受
給
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
繰
り
上
げ
請
求
と
は
逆
に
六

十
六
歳
か
ら
七
十
歳
ま
で
の
希
望
す
る

年
齢
か
ら
繰
り
下
げ
て
受
給
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
繰
り
下

げ
受
給
す
る
年
齢
に
よ
っ
て
割
増
さ
れ

た
年
金
額
を
受
給
で
き
ま
す
が
、
六
十

五
歳
到
達
前
に
繰
り
下
げ
て
受
給
す
る

旨
申
し
出
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
何
歳
ま
で
生
き
る

か
だ
れ
も
予
測
で
き
ま
せ
ん
が
、
平
均

寿
命
が
年
々
延
び
て
い
る
と
き
、
安
易

に
繰
り
上
げ
請
求
し
て
少
な
い
年
金
額

を
後
悔
し
な
い
よ
う
十
分
考
え
て
か
ら

請
求
し
ま
し
ょ
う
。

・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
、

キ
ン
グ
、
山
登
り

・
遠
泳

・
ス
キ
ー
、
ス
ケ
ー
ト

▼
自
然
の
中
で
生
活
さ
せ
る
▲

・
キ
ャ
ン
プ

・
臨
海
学
校

・
林
間
学
校



住
み
よ
い
生
活
環
境
を
み
ん
な
で
育
て
よ
う

水
巻
町
地
区
衛
生
推
進
協
議
会
結
成

七
月
十
八
日
水
巻
町
地
区
衛
生
推
進

協
議
会
が
桔
成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
区
長
会
や
老
人
会

婦
人
会
及
び
商
工
会
、
小
・
中
学
校
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
そ
の
他
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
、
町
内
の
生
活
環
境
を
清
潔
に
す

る
こ
と
に
よ
り
環
境
保
全
及
び
公
衆
衛

生
の
向
上
な
ど
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
事
を
目
的
と
し
た
協

議
会
で
す
。

協
議
会
で
は
、
五
十
八
年
度
事
業
と

し
て
次
の
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
の
で

町
民
の
皆
様
も
、
こ
の
運
動
に
参
加
さ

れ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
5
8
年
度
の
主
な
事
業

8
月
　
ゴ
キ
ブ
リ
駆
除
月
間

9
月
　
環
境
衛
生
週
間
、
美
化
運
動

（
空
カ
ン
、
空
ビ
ン
回
収
）

1
2
月
　
第
一
日
曜
、
下
排
水
路
の
一

清
掃

5
9
年
2
月
　
ね
ず
み
駆
除
運
動

斉

※
毎
月
第
一
日
曜
日
、
各
家
庭
敷
地

内
の
排
水
・
溜
ま
す
等
の
清
掃
、
消

毒
の
実
施

Ⅲｍｌ冊　昭和58年8月25日脚…Ⅲ日用冊…冊肌用肌用冊ｌ…冊！

地域ぐるみで側溝・水路の一斉清掃をしよう

脛裏表
ゴ

キ

ブ

リ

を

退

治

す

る

に

は

ゴ
キ
ブ
リ
は
、
昔
か
ら
　
〝
油
虫
″

〝
ご
っ
か
ぶ
り
″
〝
こ
が
ね
虫
″
と
か
、

い
ろ
い
ろ
の
呼
び
名
が
あ
り
家
庭
や
職

場
な
ど
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
所
で
私
達
の

生
活
を
邪
魔
す
る
不
快
害
虫
で
す
。

ゴ
キ
ブ
リ
は
バ
イ
菌
の
運
び
屋
、
ゴ

キ
ブ
リ
を
退
治
す
る
に
は
、
ま
ず
、
ゴ

キ
ブ
リ
の
住
め
な
い
状
態
に
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

☆
台
所
を
き
れ
い
に
し
、
寝
る
前
に

ゴ
ミ
や
食
器
を
片
づ
け
、
流
し
等
を

で
き
る
だ
け
乾
燥
さ
せ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

－．・－．．　　‘帆いＪＴ二二二ご

妻‘’ｌ元・撃気．麺警器．増
．　′こ－一一一　1

つかはら　　ゆう

塚原　　優ちゃん
昭和57年10月31日生

（る禦子）さんの胡

離乳食モリモリ、ハイハイは苦

手です。お風呂が大好きで、浮輪

をつけてパテャバチャー。スポー

ツのできる男の子になってネ。

（猪熊218の4）

たに　あきこ

谷　秋希子ちゃん
昭和57年10月30日生

（票佐享）さんの敵

ちょっぴり太めだけどムチムチ

したアンヨと日焼けした肌が私の

自慢。早く広いお庭をお友達と走

り回りたいな－。やさしい女の子

になってネ（富田3－5－151）
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交
通
安
全
家
族
会
議
作
品
募
集

；

ｌ

！

…

－

．

…

－

1

…

ｉ

！

≡

－

1

…

ｉ

！

．

－

森
田
敏
明
君
　
（
水
中
3
年
）

全
国
水
泳
競
技
大
会
に
出
場

七
月
七
・
八
日
両
日
、
宮
崎
市
で

第
十
一
回
九
州
中
学
校
水
泳
競
技
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に

、
水
巻
中
学
校
三
年
、
森
田
敏
明
君

が
参
加
し
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
二
〇

〇
メ
ー
ト
ル
背
泳
で
二
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

森
田
君
は
、
八
月
二
十
一
日
、
二

十
二
日
に
新
潟
県
長
岡
市
で
開
か
れ

る
第
二
十
三
回
全
国
中
学
校
選
抜
水

泳
競
技
大
会
に
九
州
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
す
。

ｌ

家
庭
で
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
内
容
や
方
法
、
話
し
合
っ
た
結

果
実
行
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

作
文
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
間
　
9
月
2
0
日
ま
で

▽
応
募
方
法

①
小
学
生
・
中
学
生
の
各
部

。
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
3
枚
以
内

。
応
募
区
分
、
住
所
・
郵
便
番
号

氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、
学
校

所
在
地
・
郵
便
番
号
を
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。

。
送
り
先
　
〒
1
0
1
東
京
都
千

（

代
田
区
外
神
田
ニ
ー
二
－
十
七

共
同
ビ
ル
　
社
団
法
人
　
日
本

交
通
福
祉
協
会
交
通
安
全
作
文

募
集
係

㊥
母
親
・
一
般
の
部

。
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
5
枚
以
内

・
応
募
区
分
、
住
所
・
郵
便
番
号

氏
名
、
年
齢
、
職
業
を
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。

。
送
り
先
　
〒
1
0
0
東
京
都
千

代
田
区
永
田
町
一
－
六
－
一

総
理
府
交
通
安
全
対
策
室
交
通

安
全
作
文
募
集
係
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伊

左

座

初

優

勝

筈
6
回
　
中
学
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

七
月
三
十
一
日
、
町
民
体
育
館
で
中

学
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

会
場
に
は
、
十
三
チ
ー
ム
が
参
加
、

父
母
や
地
区
の
人
の
応
援
団
も
つ
め
か

け
る
な
か
、
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
け
ら
れ

ま
し
た
。

試
合
は
、
伊
左
座
と
下
二
が
順
調
に

勝
ち
進
み
、
決
勝
戦
で
は
、
第
一
セ
ッ

ト
2
1
1
1
9
で
下
二
、
第
二
セ
ッ
ト
2
3
－

2
5
で
伊
左
座
、
第
三
セ
ッ
ト
1
8
－
2
1
で

伊
左
座
と
接
戦
の
末
、
伊
左
座
が
初
優

勝
を
か
ざ
り
ま
し
た
、

な
お
、
三
位
は
上
二
で
し
た
。

お
か
の
台
団
地

吉

田

団

地

伊
　
左
　
座

棒
ノ
木
田
地

下
　
　
　
二

鯉
口
団
地

頃
末
南
区

頃
末
北
区

吉
田
ノ
三

み
ず
ほ
団
地

高
松
団
地

七
月
二
十
四
日
、
遠
賀
中
学
校
プ
ー

ル
で
郡
民
水
泳
大
会
が
開
か
れ
、
次
の

万
が
二
二
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
入
賞
者
は
、
八
月
二
十
一
日

へ

福
岡
県
営
プ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
県
民
体

育
大
会
水
泳
競
技
会
に
参
加
し
ま
し
た

〔
水
巻
町
参
加
者
〕

岩
崎
剛
（
机
少
）
、
渡
辺
博
（
頃
末

少
）
、
村
上
幸
治
（
机
少
）
、
山
田
募

（
頃
末
少
）
、
遠
坂
裕
（
机
少
）
、
竹

内
利
夫
（
机
少
）
、
岩
頚
隆
志
（
猪
熊

少
）
、
波
佐
間
修
二
　
（
伊
左
座
少
）
、

今
岡
茂
人
（
伊
左
座
少
）
、
佐
藤
俊
一

郎
　
（
猪
熊
少
）
、
山
科
茂
樹
　
（
猪
熊

少
）
、
原
田
清
次
（
猪
熊
少
）
、
足
立

栄
三
郎
（
猪
熊
少
）
、
前
田
義
行
（
頃

末
少
）
、
青
野
修
治
（
遠
賀
高
）
、
木

村
道
生
　
（
一
般
）
、
山
本
道
春
　
（
一

般
）
渡
辺
菜
極
美
（
頃
末
少
）
、
原
田

康
子
（
猪
熊
少
）
、
岩
頭
広
美
（
猪
熊

少
）
、
田
中
さ
お
り
（
机
小
）
、
大
川

広
美
（
机
少
）
、
山
田
純
子
（
水
巻
南

中
）
、
大
場
愛
（
猪
熊
少
）
、
大
江
聡

美
（
頃
末
少
）
、
明
淋
し
と
み
　
（
折
尾

高
）
、
池
田
聖
子
（
机
小
）
、
杉
山
和

枝
（
一
般
）
、
入
江
サ
ト
ミ
（
一
般
）

敬老視金をさしあげます
町では、75歳以上のおとしよりに敬老祝金を次のとお

りさしあげます。

◎もらえるかた

明治41年12月31日以前に生れた方（75歳以上の人で昭

和58年9月15日現在、水巻町住民基本台帳及び外国人登
録票に登録されている人。なお、9月15日以前に亡くな
られた人は該当しません。）

◎もらえる金額　1人　5千円
◎持ってくるもの　印鑑

◎支払場所　　各地区の公民館（下表のとおり）

地区別支払日時

地　 区　 名 支払月日 支 払 時 間

立　　 屋　　 敷 9 月9 日 9 時00分～ 9 時 10分

み ず ほ 団 地 （金曜 日）

ケ

〃

ク

ク

ク

ケ

ノン

〃

〃

ク

ケ

9 時20分～ 9 時 40 分

伊　　 左　　 座 9 時50分～10時00 分

二　　 町　　 住 10時 10分～10時 20 分

上

げニーニュータウン・野間町住）
10時 30分～10時 50 分

林　　 住　　 宅 11時 00 分～11時 10 分

下　 二　 町　 住 11時 20分～11時 30 分

下 13時 30分～13時 50 分

吉　 田　 の　 一 14時 00 分～14時 20 分

吉　 田　 団　 地 14時 30分～15時 00 分

吉　　 田　　 二

（イワゼ町住）
15時 10分～15時 40 分

吉　　 田　　 三

（緑　 風　 斑）

鯉　 口　 団　 地

15時 50分～16時 10 分

16時 20分～16時 30 分

高　 尾　 団　 地 9 月10 日 9 時 10分～ 9 時 20分

美　　 吉　　 野 （土曜 日）

〃

〃

9 時30分～ 9 時 50分

頃　 末 （南 北）

（水巻苑 ・松栄荘）
10時 00分～11時㈲分

机 11時10分～11時 30分

古　　　　　 賀 9 月12 日 9 時00分～ 9 時 20分

新　　 生　　 街 （月曜 日）

ケ

〃

ク

ク

〃

ク

ケ

〃

ノシ

9 時30分～ 9 時 45分

古　 賀　 団　 地 9 時50分～10時 00分

梅 ノ　木 団 地 10時05分～10時 20分

梅 ノ　木 中 央 10時 30分～10時 40分

高　 松　 団　 地 10時 50 分～11時 40 分

樋　　　　　 口 13時 30分～13時 50 分

猪　　　　　 熊 14時 00分～14時40 分

猪　 熊　 町　 住 14時 50 分～15時00分

お　 か　 の　 台 15時 10分～15時20 分

机　　 社　　 宅 15時 30分～15時40 分

※大西社宅・鯉口団地（分譲）は個人に通知



く
ら
し
の
情
報
一
律
悠
樟
持
病
黒

三
種
混
合
の
予
防
接
種

（
百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ヤ
・
破
傷
風
）

酬刷甘　昭和58年8月25日　冊酬冊肌用醐刷肌用肌用肌用醐

▽
対
象
者

第
一
期
の
接
種
＝
…
・
生
後
2
4
カ
月
か

ら
4
8
カ
月
ま
で
の
幼
児
。
3
週
か

ら
8
過
の
間
隔
で
三
回
受
け
れ
ば

一
期
は
完
了
で
す
。

第
二
期
の
接
種
＝
…
壷
二
期
完
了
後

一
年
か
ら
一
年
六
カ
月
経
過
し
た

幼
児
で
、
一
回
の
み
接
種

▽
次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
下
さ
い

予防接種の　日　程

※接種時間　午後2時～午後3時

①
当
日
の
朝
、
体
温
を
計
っ
て
く
る

こ
と
。

⑧
前
日
ま
で
に
「
問
診
票
」
を
役
場

衛
生
係
窓
口
に
取
り
に
来
る
こ
と

㊥
問
診
票
に
捺
印
を
し
て
下
さ
い
。

▽
次
の
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

①
熱
の
あ
る
子
供

㊥
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
子
供

㊥
一
年
以
内
に
ケ
イ
レ
ン
を
起
こ
し

た
こ
と
の
あ
る
子
供

④
は
し
か
、
お
た
ふ
く
風
、
水
痘
な

ど
に
か
か
っ
て
一
カ
月
以
上
経
過

し
て
な
い
子
供

※
心
配
な
点
は
か
か
り
つ
け
の
お
医
者

さ
ん
に
相
談
し
て
受
け
て
下
さ
い
。

母
子
手
帳
の
交
付

▽
。
時
朋
1
9
5
聖
午
前
踪

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

▽
内
容
　
母
子
保
健
制
度
の
説
明
、

母
子
手
帳
の
使
い
方
、
検
診
結
果
の

説
明
、
個
人
相
談

※
注
意
事
項

①
保
健
所
で
の
妊
婦
検
診
終
了
後
1
0

日
以
上
経
っ
て
い
る
こ
と
。

㊥
印
鑑
を
持
参
の
こ
と
。

㊥
で
き
る
だ
け
本
人
が
お
い
で
下
さ

い
。

〔

母
　
親
　
学
　
級

▽
日
時
　
9
月
5
日
　
第
1
課

9
月
1
2
日
　
第
2
課

9
月
1
9
日
　
第
3
課

い
ず
れ
も
、
1
3
時
～
1
3
時
3
0
分
受
付

▽
場
所
　
第
1
課
と
第
2
課
は
役
場
西

別
館
、
第
3
課
は
農
業
団
地
セ
ン
タ

ー
（
農
協
水
巻
支
所
横
）

▽
対
　
象
　
初
産
婦

▽
持
参
晶
　
母
子
手
帳

※
詳
し
い
内
容
は
、
母
子
手
帳
交
付
の

と
き
に
説
明
し
ま
す
。

4
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
9
月
9
日
（
金
）

午
後
1
時
～
午
後
2
時

▽
場
所
　
役
場
酉
別
館

※
4
カ
月
児
（
生
後
1
2
0
日
～
1

5
0
日
）
の
乳
児
に
対
し
て
、
ハ
ガ
キ

で
個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ガ
キ

の
届
い
た
人
は
、
そ
れ
に
記
入
の
う
え

母
子
手
帳
と
バ
ス
タ
オ
ル
を
持
参
し
て

お
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
転
入
等
で
ハ

ガ
キ
が
届
い
て
な
い
方
は
、
衛
生
係
へ

連
絡
し
当
日
お
い
で
下
さ
い
。

成
人
病
検
診

9
月
3
日
（
土
）
　
の
成
人
病
検
診
は

猪
熊
公
民
館
で
す
。

ま
だ
、
定
員
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
の

で
、
役
場
衛
生
係
に
申
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

老
人
健
康
相
談

▽
日
時
　
9
月
1
2
日
（
月
）

午
前
1
0
時
～
午
前
1
1
時

▽
場
所
　
机
山
荘

▽
対
象
者
　
町
北
部
の
六
十
五
歳
以
上

の
人

▽
検
査
内
容
　
検
尿
、
血
圧
測
定

個
人
相
談

※
健
康
手
帳
を
、
お
持
ち
の
方
は
必
ず

持
参
く
だ
さ
い
。

援
護
業
務
移
動
相
談

▽
日
時
　
9
月
6
Ｒ
【
　
（
火
）

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
3
0
分

▽
場
所
　
八
幡
西
区
役
所
第
3
3
会
議
室

（
八
幡
西
区
筒
井
町
1
5
～
1
　
審
6

4
2
・
1
4
4
1
〕

▽
相
談
事
項

。
旧
軍
人
等
の
恩
給
に
つ
い
て

。
戦
傷
病
者
に
対
す
る
援
護
に
つ
い

て
。
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
援
護

に
つ
い
て

。
旧
軍
人
等
の
叙
位
叙
勲
に
つ
い
て

。
中
国
か
ら
の
引
揚
者
及
び
末
引
揚

者
に
対
す
る
援
護
に
つ
い
て

。
そ
の
他
援
護
業
務
全
般

金
融
機
関
の
休
日
に
伴
う

納
税
申
告
書
の
提

出
納
期
限
の
延
長

八
月
か
ら
、
納
税
申
告
書
の
提
出
や

納
付
な
ど
の
期
限
が
そ
の
月
の
第
二
・

土
曜
日
に
当
た
る
場
合
は
、
そ
の
期
限

が
翌
週
月
曜
日
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
毎
月
の
第
二
・
土
曜
日
は

金
融
機
関
や
郵
便
局
の
窓
口
業
務
が
休

み
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

具
体
的
に
は
、
八
月
支
払
分
の
源
泉

所
得
税
に
つ
い
て
は
、
九
月
十
日
が
第

二
・
土
曜
日
に
当
た
り
ま
す
の
で
、
こ

の
納
期
限
は
九
月
十
二
日
と
な
り
ま
す

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

選

挙

人

名

簿

の

縦

覧

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
昭
和
　
▽
縦
覧
期
間
　
9
月
3
日
～
9
月
7

5
8
年
9
月
2
日
現
在
で
定
時
登
録
さ
　
　
日
　
8
時
3
0
分
～
1
7
時

れ
る
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
次
の
と
　
▽
縦
覧
場
所
　
水
巻
町
選
挙
管
理
委

お
り
行
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
員
会
（
役
場
住
民
課
）

ｎ
〃
く
，
Ｉ
ゲ
・
、
〝
Ｈ
Ｈ
く
だ
芳
1
、
が
Ｌ
ｌ
く
鷲
芽
も
〃
ペ
グ
Ｘ
ガ
賞
ガ
で
ヵ
〃
ｌ
蛋
ｉ
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9
月
の
詣
震
相
談

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く
守
り

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
9
月
5
日
、
1
2
日
、
2
6
日

い
づ
れ
も
1
3
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

▽
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

◎
弁
護
士
相
談
（
無
料
）

▽
日
時
　
9
月
1
9
日
（
月
）

午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
3
時

▽
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

☆
財
団
法
人
法
律
扶
助
協
会
福
岡
県

支
部
か
ら
弁
護
士
四
名
を
招
い
て
次

の
事
項
に
つ
い
て
相
談
を
う
け
ま
す

。
交
通
事
故
関
係

。
金
銭
関
係

。
不
動
産
関
係

。
家
庭
関
係

。
そ
の
他
全
般

福
岡
県
民
手
帳
の

予
約
受
付
け

五
十
九
年
版
「
福
岡
県
民
手
帳
」
が

発
売
さ
れ
ま
す
。
ご
希
望
の
万
は
、
九

月
二
十
日
ま
で
に
役
場
産
業
課
に
申
込

み
く
だ
さ
い

▽
価
格
　
普
通
版
　
2
6
0
円

大
型
版
　
3
5
0
円

宅
地
建
物
取
引

主
任
者
資
格
試
験

▽
受
験
資
格
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
れ
ば
受
験
で
き
ま
す
。

①
高
等
学
校
卒
業
者

㊥
宅
地
、
建
物
の
取
引
に
関
し
二
年

以
上
の
実
務
経
験
者

㊥
前
二
号
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
知

事
が
認
め
た
資
格
所
有
者

▽
受
付
期
間

9

月

5

日

か

ら

9

月

9

日

ま

で

▽
受
付
場
所
　
県
建
築
管
理
課
指
導
係

又
は
県
北
九
州
土
木
事
務
所

▽
受
験
用
紙
配
布

八
月
十
五
日
か
ら
受
付
場
所
で
。

福
岡
県
職
員
募
集

（
中
級
・
初
級
）
試
験

▽
試
験
の
種
類
・
区
分

中
級
…
行
政
事
務
6
8
人
、
学
校
事
務

4
人
、
警
察
事
務
男
子
7
人
、
栄

養
士
7
人

初
級
…
一
級
事
務
Ａ
5
2
人
、
一
般
事

務
Ｂ
2
6
人
、
学
校
事
務
3
人
、
警

察
事
務
女
子
2
4
人
、
林
業
4
人

▽
受
験
資
格

中
級
…
昭
和
3
3
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
3
9
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
。
栄
贅
士
は
、
栄
養
士
の
免

許
を
有
す
る
者
又
は
昭
和
5
9
年
5

月
ま
で
に
免
許
を
取
得
す
る
見
込

み
の
者

初
級
…
昭
和
3
5
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
鵬
も
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
。
た
だ
し
、
大
学
に
お
け
る

在
学
期
間
が
2
年
を
準
え
る
者
は

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

▽
受
付
期
間
　
9
月
1
日
～
9
月
1
4
日

▽
試
験
日
　
1
0
月
1
6
日

▽
申
込
用
紙
請
求
先
及
び
申
込
先

福
岡
県
人
事
委
員
会
任
用
課
（
〒
8

1
2
　
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
番

7
号
県
庁
内
）

※
試
験
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

福
岡
県
人
事
委
員
会
任
用
課
（
魯
0

9

2

・

6

4

1

・

3

8

8

3

）

　

へ

郵
便
外
務
職
員
募
集

▽
受
験
資
格

昭
和
2
8
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
4
1

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

▽
採
用
予
定
人
員

2
0
0
名
（
北
九
州
地
区
1
2
0

名
、
南
九
州
地
区
8
0
名
）

▽
受
付
期
間
　
9
月
1
日
～
9
月
1
0
日

▽
受
験
申
込
先

小
倉
郵
便
局
庶
務
課
（
北
九
州
市

小
倉
北
区
京
町
二
丁
目
八
－
一
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
近
く
の
郵
便

局
で
お
た
ず
ね
下
き
い
。

無
縁
墳
墓
の
改
葬

▽
所
在
地
　
水
巻
町
大
字
立
屋
敷
二
二

一
番
地
「
長
専
専
横
共
同
墓
地
」

。
届
出
先
　
立
屋
敷
　
渡
辺
達
則
（
魯

2
0
1
・
5
0
2
9
）

。
届
出
期
限
　
5
8
年
9
月
3
0
日
ま
で

▽
所
在
地
　
熊
本
県
菊
池
郡
合
志
町
大

字
岡
　
原
口
・
古
閉
組
共
有
基
地

。
届
出
先
　
合
志
町
役
場
福
祉
課
（
魯

0

9

6

2

4

・

0

0

・

ｌ

ｌ

1

1

）

。
届
出
期
限
　
5
8
年
9
月
1
6
日
ま
で

▽
所
在
地
　
兵
庫
県
明
石
市
大
観
町
賓

相
院
境
内
「
寅
相
院
墓
地
」

。
届
出
先
　
賞
相
院
（
含
0
7
8
・
9

1
1
，
5
0
7
3

。
届
出
期
限
　
5
8
年
9
月
3
0
日
ま
で

9月のし尿汲取予定日

ｌ日　頃末（1、2、3、4、7、10区）、猪熊
6区

2日　頃未（1、7、8、16区）、林住宅、吉田
三（垣添町任）、猪熊2区

3日　頃未（22、23区）、吉田二6区、吉田三5
区、猪熊10区

5日　頃未（22、24区）、吉田二（1、2区）、
吉田三（2、5、6区）、猪熊3区、、15
日まわり（環境整備）

6日　吉田三（1、2、3、5、6、11区）、猪

熊（2、4、5区）、15日まわり（太洋社）

7日　吉田三（緑風園）、頃末5区、新生街（山
ノロ団地）、頃末（15、25区）

8日　頃宋（17、19、20、21区）、頃末12区、頃
末（松栄荘、15、18区）

9日　頃末（9、10、20、21区、みずまき苑）、
下二、伊左座、立屋敷、頃末6区、頃末（
松栄荘、18区）、美吉野

10日　吉田一（4、5、6、7、8、9区、吉田
工場団地）、下二、二、吉田二（1、8区、
川端通り、本村）、頃末11、14区、美吉野

12日　吉田二（3、5、6、13、14、15、16区）、
二、古賀、新生街、美吉野、頃末18区

13日　吉田二Ｃ3、4、6、7、8、9区、イワ

ゼ町任）、吉田一3区（月夜待）、古賀、
机

14日　下二町住、二町住、吉田－（商店街）、吉
田三（車返し）、古賀、机

1朗］苦田団地（37～43、46－52棟）、二町住
17日　吉田団地（19－22、27～36、44、45、53～

57、94－101棟）、樋口（卯月、中井樋口）
19日　吉田団地（1－6、8－10、16－18、23－

26、60～65、83～85、102－113棟）、樋口、
猪鰯

2（旧　吉田団地（7、11－15、66－73、76～8写、

86～93、105－108棟）、猪熊町住、15日ま

わり（環境整備）

21日　下二（1、2、3区）、吉田団地分譲、古
賀県住

22日　二（1、2区、野間町住）、吉田二（本村）、

猪熊
24日　二、伊左座

26日　二（1、2区）、伊左座（3、5区）、下
二（4、10区、双葉荘）、猪熊、樋口

27日　下二（5、6、7区）、伊左座（3、5区）
樋口（赤水、川端通り）

28日　みずほ田地、樋口、猪熊

29日　みずほ団地

－お　ね　が　い一

表札の出ていない家庭が増え汲取作業にも支障

が出ています。出来る限り表札等をあげてくださ
い。



一ｌ、．軒数．．．1－軒什齢、、漸ｌ一…戦も一適

地

　

名

　

の

　

由

八
所
神
社
の
あ
る
上
二
の
小
高
い
丘
を
浮
島
と
い
っ
て
い
た

こ
ろ
、
こ
れ
よ
り
北
方
一
二
ハ
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に
立
屋
敷
の
中

洲
と
頃
末
の
唐
ノ
熊
島
に
挟
ま
れ
て
小
さ
な
砂
岩
層
の
島
が
波

に
洗
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
下
二
の
誕
生
の
地
で
、
そ
の
周
辺

が
入
海
か
ら
沼
地
、
湿
田
へ
と
転
換
す
る
に
と
も
な
い
、
沖
積

土
の
堆
積
も
次
第
に
多
く
な
っ
て
拡
く
な
り
、
い
つ
の
こ
ろ
か

ほ
こ
ろ

人
も
住
み
つ
い
て
小
さ
な
桐
も
た
ち
、
農
耕
と
漁
獲
に
よ
る
生

活
が
続
い
て
近
世
を
む
か
え
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の

桐
が
下
二
の
貴
船
神
社
で
、
貴
船
は
木
船
と
も
書
く
水
の
神
様

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
旧
遠
賀
川
と
曲
川
に
挟
ま
れ
た
湿
地
帯
と

し
て
は
最
も
ふ
さ
わ
し
い
神
様
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
な
お
、

昔
こ
こ
の
神
社
の
境
内
が
小
島
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
今
で
も
神

あ
ぎ

殿
の
横
で
砂
岩
層
の
露
出
が
み
ら
れ
る
う
え
、
字
図
に
よ
れ
ば

昔
の
境
内
（
字
立
地
）
は
丸
い
島
の
か
た
ち
に
な
っ
て
、
こ
れ

に
沖
積
土
が
堆
積
し
て
下
二
が
次
第
に
つ
く
ら
れ
て
き
た
こ
と

あ

ざ

　

　

た

て

ち

が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
こ
の
字
名
を
立
地
と
い
う
が
、
タ

テ
は
館
屋
敷
（
立
屋
敷
）
の
館
で
「
神
の
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
」

を
意
味
す
る
の
で
、
こ
れ
を
合
せ
る
と
小
島
の
な
か
で
桐
の
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

釆

周

　

－

下

ニ

ー

二
村
が
上
二
村
と
下
二
村
に
分
れ
た
正
確
な
年
代
に
つ
い
て

は
わ
か
ら
な
い
が
、
別
表
の
各
村
稲
作
石
高
推
移
に
よ
れ
ば
経

済
的
に
分
村
し
た
の
は
江
戸
中
期
の
元
禄
の
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

の
表
で
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
正
保
年
間
の
二
村
（
上
二

下
二
、
伊
左
座
）
の
石
高
が
一
九
九
石
で
あ
る
の
に
対
し
、
分

村
し
た
と
推
定
さ
れ
る
五
〇
年
後
の
元
禄
年
間
の
石
高
は
二
村

（
上
ニ
）
、
下
二
村
、
伊
左
座
村
を
合
せ
て
一
九
八
石
と
同
じ

石
数
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
の
間
の
開
拓
は
お
こ
な
わ
れ

て
な
か
っ
た
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、

こ
れ
よ
り
一
三
五
年
後
の
天
保
年
間
に
は
、
前
記
よ
り
も
石
数

が
き
わ
め
て
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
前
記
三
ケ
村
の
開
拓
は

こ
の
間
に
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の

こ
と
は
猪
熊
、
古
賀
、
机
、
頃
末
、
吉
田
の
各
村
の
開
拓
が
元

禄
以
前
に
一
応
終
了
し
て
い
る
の
に
対
し
、
前
記
三
ケ
村
と
立

屋
敷
は
そ
れ
以
降
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
旧
遠
賀
川
の
埋
立

て
と
曲
川
沿
線
の
開
拓
は
、
元
禄
以
降
に
お
こ
な
わ
れ
た
と
い

う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
曲
川
沿
線

あ
ざ

の
字
名
に
河
川
と
湿
地
に
関
係
の
あ
る
地
名
が
多
く
残
さ
れ
て

ぴ

わ

く

ぴ

い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
ず
机
と
の
境
に
琵
琶
首

あ
っ
た
地
点
で
あ
る
。
ま
た
頃
末
側
の
沿
線
に
は
荒

田
、
御
猟
牟
田
（
蕪
田
）
、
下
二
側
に
江
川
、
引
舟

橋
話
、
雁
田
牟
田
、
船
付
の
字
名
が
あ
り
、
さ
ら
に

つ
る

下
二
の
立
地
に
隣
接
し
て
鶴
の
字
名
が
み
ら
れ
る
。

ツ
ル
は
津
留
で
あ
っ
て
上
二
の
曲
川
沿
線
に
鶴
ノ
日

中
間
に
申
鶴
を
み
か
け
る
が
、
い
づ
れ
も
こ
れ
は
船

つ
き
場
を
さ
し
た
意
味
で
あ
る
。
ま
た
上
二
の
迎
は

猪
熊
の
向
江
（
今
は
遠
賀
川
の
河
川
敷
き
に
な
っ
て

い
る
）
と
同
じ
で
入
江
を
意
味
し
て
お
り
、
さ
ら
に

上
二
、
下
二
に
ま
た
が
っ
て
あ
る
字
野
間
は
沼
で
、

こ
の
辺
一
帯
の
開
拓
が
遅
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
る
。

（
文
）
水
巻
町
郷
土
史
研
究
会
長
　
柴
田
　
貞
志

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

まっすぐになった曲川

実線＝旧川、点線＝新川

の
字
名
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は

び
わ
・
、
ぺ
ー

琵
琶
首
で
「
水
の
深
た
ま
り
」
を

意
味
し
て
お
り
、
さ
ら
に
立
屋
敷

の
旧
遠
賀
川
の
あ
と
地
に
も
同
じ

地
名
が
み
う
け
ら
れ
る
。
つ
づ
い

て
下
二
、
頃
末
、
机
に
ま
た
が
っ

て
桜
渕
の
字
名
も
み
ら
れ
る
が
、

こ
こ
は
琵
琶
首
と
同
様
に
旧
遠
賀

川
と
曲
川
の
合
流
し
た
深
い
渕
の

時代

村

慶 長 年 間 正 保 年 間 元 禄 年 間 天 保 年 間

備　　　 考

16 00年 頃 16 4 5年 頃 1 70 0年 頃 18 35年 頃

猪　　 熊 2 8 9 石 3 6 0 石 5 9 0 石 7 0 8石 慶長8年独立

古　　 賀 4 9 7 4 6 0 5 9 1 5 9 7

机 3 1 6 2 9 2 3 7 3 4 0 9

此　　 末 2 3 0 2 1 5 6 0 4 6 0 6

二　　 村 2 1 5 1 9 9 7 0

19 8

5 3 2

下　　　 二 － － 6 6 4 8 4

伊　 左　 座 － － 6 2 5 3 1

立　 屋　 敷 － －
1 5 2 3 4 3 元和9 年独立

吉　　　 田 2 4 9 2 5 0 7 1 4 7 1 3

江戸時代の各村石高推移
（出所）福岡県史料による

（
　
□
編
集
水
巻
町
総
要
（
管
0
1
－
4
3
2
1
）

□
印
刷
　
冷
牟
田
印
刷
合
資
会
社


